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経皮吸収型・気管支拡張剤
処方箋医薬品

使用上の注意改訂のお知らせ

　この度、下記のとおり使用上の注意を自主改訂致しますので、お知らせ申し上げます。
　今後のご使用に際しましては、下記の内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。

記

・改訂内容（下線部改訂又は追加箇所）
改　訂　後 改　訂　前

２．重要な基本的注意
2）気管支喘息、慢性気管支炎又は肺気腫治療の長期
管理において、本剤の投与期間中に発現する急性
発作に対しては、短時間作動型吸入β2刺激薬等
の他の適切な薬剤を使用するよう患者、保護者又
はそれに代わり得る適切な者に注意を与えること。
また、その薬剤の使用量が増加したり、効果が十
分でなくなってきた場合には、疾患の管理が十分
でないことが考えられるので、可及的速やかに医
療機関を受診し治療を受けるよう患者、保護者又
はそれに代わり得る適切な者に注意を与えるこ
と。

3）気管支喘息治療において、短時間作動型β2刺激
薬等、急性発作を緩和するための薬剤の使用量が
増加したり，効果が十分でなくなってきた場合に
は、生命を脅かす可能性があるので、吸入ステロ
イド剤等の増量等の抗炎症療法の強化を行うこ
と。

２．重要な基本的注意
2）気管支喘息治療の長期管理において、本剤の投与
期間中に発現する急性の発作に対しては、短時間
作動型吸入β2刺激薬等の他の適切な薬剤を使用
するよう患者、保護者又はそれに代わり得る適切
な者に注意を与えること。
また、その薬剤の使用量が増加したり、効果が十
分でなくなってきた場合には、喘息の管理が十分
でないことが考えられるので、可及的速やかに医
療機関を受診し治療を受けるよう患者、保護者又
はそれに代わり得る適切な者に注意を与えると共
に、そのような状態がみられた場合には、生命を
脅かす可能性があるので、吸入ステロイド剤等の
増量等の抗炎症療法の強化を行うこと。

☆ 改訂後の添付文書につきましては、医薬品医療機器総合機構ホームページ（https：／／www．pmda．go．jp）
および弊社の医療関係者向け情報サイト（https：／／med．sawai．co．jp）に掲載致しますので、併せてご参照下さい。
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